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1. 研究目的

ダンス授業において, 学習の成果は目に見える

かたちであらわれてくるものだけでな く, 自分自

身の内面に気づいたり, 活動に達成感を感 じた り

することも重要である。学習者はその活動におい

て, どのようなことに気づいたり, 理解した りし

ているのかを明らかにすることは, 指導者にとっ

て指導のポイントをつかむことやダンス学習の有

効性 を確認することにもつながる。

本研究では, ダンス授業における受講生がどの

ようなことに気づき, また経験 を重ねることによ

るその変化, そしてそれらの関係性 を明 らかにす

ることが目的である。

2. 研究方法

(1) 対 象 とした授業及び受講生

2006年4月～7月 年

体育学専攻学生65名(男 子1名 ・女子64名)

スポーッ方法1 (ダンス)A・B90分 ×11回

(2) ア ンケー トの内容

ダンス授業における活動を評価するために, 先

の研究で作成した23項 目よりなるアンケー トを実

施した。内容はダンス学習の中核となる〈動き ・イ

メージ ・表現 ・コミユニケーション〉の4因 子に対

して, 〈発見. 広が り. 深まり・共有(楽 しさ)〉

の4つ の観点を掛け合わせた17項 目に加え, 授業

を評価する6項 目から編成した。それらは全て, 

「5. 非常にそう思 う」か ら 「1. 全 くそう思わない」

の5段 階で評定を求めた。

(3) 結 果の処理

ダンス授業を通 して, 受講生にどのような気づ

きがあるのかを検討する為, 2回 と11回の授業後

に実施 した上記のアンケー トを, SPSS12. OJに よ

る階層クラスター分析を用いて, 相互に類似した

変数を分類 し比較. 検証 した。

3. 結果

(1) 階 層クラスター分析 (当日資料提示)

(1) 2回目の授業受講後のアンケー トの17項 目につ

いてのデンドログラムからの検証

2回 目の授業受講後の17項 目についてのデンド

ログラムから, その関係性の強さによっておおよ

そ3グ ループに分かれことがわかった。中でも

〈3. 動きの深まり〉は, 受講生には〈7. イメージ

の深 まり〉や〈6. イメージの広が り〉, 〈5. イ

メージの発見 〉が近 く, ついで〈2. 動 きの広が

り〉が続 くことから, 2回 の授業 を受講後の受講

生には, イメージが動 きの広が りや深 まりに大き

くかかわっていると受け止められていることがわ

かった。

(2) 11回目の授業受講後のアンケー トの17項 目 に

ついてのデンドログラムからの検証

11回 の授業受講後の17項 目についてのデ ンド

ログラムか らは, 2回 目の授業後 と同様に, 〈2. 

動 きの広が り〉や〈3. 動 きの深 まり〉は〈6. イ

メージの広が り〉や〈7. イメージの深 まり〉に

近 く, 動 きの広が りや深 ま りにイメージがかか

わっていると感 じられていることがわかった。 ま

た, 動 き. イメージ ・表現の共有 とコミュニケー

ションに関わるものがまとまりをなしているが, 

〈1. 動 きの発見〉についてはそれらに近 く, 受講

生には受けとめられていることがわかった。

4. まとめ

本研究では, 以下のことが示唆 された。

(1) 初期には自己や他者も含め色々な要素が混沌 と

しているがダンス学習が進むと, 他者 との関わ

りについてのものと, 自分の内的なものにかか

わるもの とが明確に分かれて意識されるように

なる。

(2) 「動 きの発見」は学習が進んだ段階になると, 

コミユニケーションや共有の中にあることから, 

学習というダイナミックな活動の中で色々な他

者 とかかわ りながらできて くる。

(3) 「イメージの発見」については, 初めは動 きあ

るいはイメージと単独で感 じられているものが, 

学習が進むとイメージと動きの両方を内包 した

表現というものに一体化して感 じられている。

表1. 授業内容

表2. アンケー トの17項 目の観点

(当日項 目内容資料提示)
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